
▼

基
本
教
練
を
演
習
す
る
参
加
者

▼

ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
を
す
る
参
加
者

▼

稲
佐
の
浜
を
行
進
す
る
参
加
者
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駐
屯
地
（
司
令　

伊
達
２
佐
）
は
、

４
月
14
日
か
ら
16
日
の
３
日
間
、
島

根
県
内
の
企
業
３
社
の
隊
内
生
活
体

験
を
支
援
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
株
式
会
社
中
筋

組
、
株
式
会
社
イ
ワ
タ
ク
リ
エ
イ
ト
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
の
３
社
か
ら
合
計
16
名

で
、
偵
察
隊
・
今
井
１
曹
が
教
官
と

な
り
、偵
察
隊
（
隊
長　

伊
達
２
佐
）、

施
設
隊
（
隊
長　

渡
邊
２
佐
）
合
わ

せ
て
７
名
の
隊
員
が
訓
練
を
担
当
し

た
。

　

新
社
員
の
入
社
等
に
伴
い
、
基
礎

教
育
と
研
修
の
意
味
を
兼
ね
て
自
衛

隊
に
生
活
体
験
を
希
望
す
る
企
業
が

増
え
て
い
る
中
、
今
回
は
２
泊
３
日

の
隊
内
に
お
け
る
集
団
生
活
が
実
施

さ
れ
た
。

　

参
加
し
た
各
社
社
員
は
、
集
団
喫

食
・
行
進
訓
練
・
基
本
教
練
等
と
普

段
と
は
違
う
団
体
生
活
に
不
安
と
戸

惑
い
を
感
じ
な
が
ら
も
日
程
を
消
化

し
て
い
っ
た
。

　

特
に
二
日
目
の
行
進
訓
練
は
厳
し

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
コ
ー
ス
は
駐

屯
地
を
出
発
し
て
出
雲
市
大
社
町
を

一
周
す
る
約
25
㎞
の
行
程
で
、
み
ん

な
が
お
互
い
を
励
ま
し
合
い
、
誰
一

人
脱
落
者
を
出
す
事
な
く
全
員
が
完

歩
し
た
。

　

三
日
間
と
い
う
、
短
期
間
で
は

あ
っ
た
も
の
の
、
担
当
教
官
・
助
教

の
熱
意
に
参
加
者
達
は
、
互
い
に
協

力
す
る
こ
と
や
集
団
に
お
け
る
規
律

の
重
要
性
等
を
体
得
し
て
駐
屯
地
を

後
に
し
た
。

　

ま
た
、
駐
屯
地
と
し
て
は
、
今
後

も
こ
れ
ら
の
支
援
を
通
し
て
自
衛
隊

に
対
す
る
親
近
感
の
醸
成
及
び
地
域

防
衛
基
盤
の
育
成
に
寄
与
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

４
月
25
日
、
駐
屯
地
会
議
室
に
於
い
て
、
新
し
く

選
任
指
定
さ
れ
た
防
衛
モ
ニ
タ
ー
、
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
委
嘱
状
の

伝
達
・
贈
呈
を
駐
屯
各
部
隊
長
列
席
の
も
と
実
施
さ

れ
た
。

　

防
衛
モ
ニ
タ
ー
の
小
村
純
子
氏
に
は
自
衛
隊
や
防

衛
問
題
に
関
す
る
客
観
的
な
意
見
・
要
望
な
ど
を
自

衛
隊
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
防
衛
事
務
次
官

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
永
島
弘

明
氏
に
は
我
が
国
の
防
衛
及
び
自
衛
隊
に
関
し
て
意

見
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
の
取
り
組
み
等
を

地
域
一
般
の
方
々
に
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
に
第
13

旅
団
長
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
の
青
戸
早
苗
氏
、
近
藤

加
奈
江
氏
、
相
馬

恵
美
子
氏
、
三
原

淳
司
氏
に
は
、
日

常
の
業
務
、
行
事

等
に
関
し
て
駐
屯

地
に
対
す
る
様
々

な
意
見
・
要
望
の

提
出
等
を
通
じ
て
、

駐
屯
地
と
地
域
社

会
の
連
携
等
を
図

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
一
年
間
活

動
し
て
頂
く
よ
う
、

駐
屯
地
司
令
よ
り

委
嘱
状
が
渡
さ
れ

た
。 防

衛

モ

ニ

タ

ー

等

委

嘱

式



▲玉串拝礼する司令

▼見事な吹奏を披露した
らっぱ隊　　　　　　
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こ
の
度
、
３
月
23
日
付
で

業
務
隊
長
に
着
任
し
た
星
野

２
佐
で
す
。
出
雲
市
の
印
象

は
、
出
雲
大
社
を
筆
頭
に
名

所
・
旧
跡
が
諸
所
に
存
在
し

日
々
の
生
活
に
も
適
し
た
住

み
や
す
い
地
域
と
い
う
の
が

第
一
印
象
で
す
。
ま
た
、
駐

屯
地
も
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

で
所
在
部
隊
の
隊
員
が
良
く

纏
ま
っ
て
お
り
勤
務
的
に
も

環
境
的
に
も
素
晴
ら
し
い
駐

屯
地
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

隊
長
と
し
て
の
要
望
事
項

は
、「
積
極
支
援
」
を
要
望

し
業
務
に
当
た
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

業
務
隊
は
、
在
出
雲
駐
屯

部
隊
及
び
隊
員
の
皆
さ
ん
並

び
に
通
過
部
隊
等
に
対
し
施

設
、
給
食
、
燃
料
等
の
生

活
・
作
戦
基
盤
に
関
わ
る
あ

ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
部
隊
で
あ
り
一
つ
が
欠
け

て
も
不
十
分
で
あ
っ
て
も
部

隊
に
大
き
な
影
響
が
及
び
ま

す
。し
た
が
っ
て
あ
ら
ゆ
る
業

務
に
関
し
積
極
的
に
実
施
す

る
必
要
が
有
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
実
践
す
る
た

め
に
個
人
の
充
実
を
図
り
そ

の
個
人
の
力
を
各
班
、
各
科
、

隊
と
し
て
の
総
合
力
を
発
揮

し
任
務
を
遂
行
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
隊
員
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
12
日
、
尊
い
命
を
国
の
た

め
に
捧
げ
ら
れ
た
二
万
二
千
九
百

九
十
九
柱
の
御
霊
を
慰
め
る
濱
田

護
國
神
社
慰
霊
大
祭
に
出
雲
駐
屯

地
を
代
表
し
て
駐
屯
地
司
令
（
伊

達
２
佐
）
が
参
列
し
た
。

　

ま
た
、
濱
田
護
國
神
社
の
要
請

に
よ
り
、
偵
察
隊
若
槻
３
曹
以
下

３
名
の
ラ
ッ
パ
隊
が
参
加
協
力
し
、

黙
祷
時
に
「
国
の
鎮
め
」
を
吹
奏

し
た
。

　

隊
員
ら
は
、
御
英
霊
に
対
し
て

哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

今
日
の
平
和
を
引
き
続
き
維
持
し

て
い
く
と
い
う
強
い
決
意
を
、
そ

の
表
情
に
見
せ
て
い
た
。

出
雲
駐
屯
地
業
務
隊

生 年 月 日　　昭和38年５月23日
入隊年月日　　昭和62年１月30日
出　身　地　　北海道
趣　　　味　　読書・音楽鑑賞
主要部隊歴
　昭和62年 第72戦車連隊 （北恵庭）
　平成元年 幹部候補生学校付 （前川原）
　平成2年 北部方面輸送隊 （真駒内）
　平成5年 中央輸送業務隊 （横浜）
　平成10年 第５後方支援連隊輸送隊（帯広）
　平成13年 第５師団司令部第４部　（帯広）
　平成16年 東部方面後方支援隊
　　　　　　　　　　東部方面輸送隊（朝霞）
　平成18年 第11師団司令部第４部（真駒内）
　平成20年 第11旅団司令部第４部（真駒内）
　平成21年 東部方面後方支援隊

東部方面輸送隊（朝霞）
　平成25年 富士学校管理部（富士）

２
等
陸
佐 　

星
野
正
行

　

平
成
27
年
３
月
23
日
付
を
も
っ
て
、
第
１

直
接
支
援
隊
長
に
上
番
し
た
梶
原
１
尉
で
す
。

　

要
望
事
項
：
「
３
つ
の
目
」
及
び
「
戦
士

と
し
て
の
自
覚
」

「
３
つ
の
目
」
＝
「
鳥
の
目　

虫
の
目　

魚
の
目
」
を
持
っ
て
、
全
体
・
部
分
・
流

れ
を
把
握
し
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
淡
々
と
や
る
。

「
戦
士
と
し
て
の
自
覚
」　

支
援
業
務
が

主
で
あ
る
支
援
隊
に
お
い
て
も
本
来
任

務
の
国
防
を
意
識
し
「
戦
士
」
と
し
て

の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
す
る
。

　

以
上
の
２
点
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

出
雲
の
印
象
は
、
聞
い
て
い
た
当
初
の
印

象
＝
「
天
気
が
悪
い
」
で
し
た
が
、
引
っ
越

し
当
日
も
着
任
式
当
日
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

と
て
も
良
い
印
象
で
す
。

　

今
後
、
駐
屯
地
司
令
を
は
じ
め
、
各
部
隊

の
隊
員
に
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
104
施
設
直
接
支
援
大
隊

第
１
直
接
支
援
隊

生 年 月 日　　昭和58年９月７日
入隊年月日　　平成20年３月23日
出　身　地　　大分県
趣　　　味　　運動（特にバスケットボール）、
　　　　　　　ランニング
主要部隊歴
　平成20年 幹部候補生学校（前川原）
　平成21年 第10施設大隊第３中隊（春日井）
　平成25年 　同　　　本部３係
　平成26年 　同　　　第３中隊

１
等
陸
尉 　

梶
原
心
一
郎

　

こ
の
度
、
第
132
地
区
警
務
隊
出
雲
連
絡
班

長
に
着
任
し
ま
し
た
阪
本
２
尉
で
す
。

　

陸
曹
の
頃
、
自
動
二
輪
集
合
訓
練
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ
り
、
出
雲
駐
屯
地
で
約
１
ケ

月
間
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
と
て

も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
駐
屯
地
で
、

隊
員
の
方
か
ら
も
親
切
に
接
し
て
頂
い
た
印

象
が
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

約
10
年
半
ぶ
り
に
出
雲
駐
屯
地
に
訪
れ
ま

し
た
が
、
今
も
変
わ
り
な
く
人
の
温
か
さ
を

感
じ
、
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
勤
務
で
き
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
は
共
に
出
雲
で
生
活
し
て
お
り
、
小

学
校
と
幼
稚
園
に
通
う
子
供
が
い
ま
す
。
最

近
は
な
か
な
か
機
会
が
な
く
ブ
ラ
ン
ク
は
あ

り
ま
す
が
、
野
球
や
釣
り
を
趣
味
と
し
て
い

ま
す
。
職
務
上
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
学

校
行
事
や
趣
味
を
通
じ
、
声
を
か
け
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
私
自
身
も
い
ろ
い
ろ
な
方

向
か
ら
、
駐
屯

地
の
皆
様
と
接

し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

公
私
に
わ

た
り
お
世
話

に
な
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。

第
132
地
区
警
務
隊

出
雲
連
絡
班

生 年 月 日　　昭和51年５月15日
入隊年月日　　平成８年７月29日
出　身　地　　山口県
趣　　　味　　野球、釣り
主要部隊歴
　平成８年 第304保安警務中隊（伊丹）

２
等
陸
尉 　

阪
本
信
次

濱
田
護
國
神
社　

　
　
　

慰
霊
大
祭

転
入
部
隊
長
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飯田２尉経歴

昭和55年 ３月 第112教育大隊（山口）　前期教育入隊
 ６月 第13偵察隊（出雲）
平成７年 ３月 装備開発実験隊（富士）
平成10年 ３月 第13偵察隊（出雲）

　この間、斥候員、斥候陸曹、実験陸曹、小隊陸曹、斥候班長、通信
幹部、センサ班長及び小隊長の職務を歴任されました。

永
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

偵
察
隊

　

２
等
陸
尉　

飯
田　

義
和

　
　
　
　

帰
住
先
：
出
雲
市

祝 

定
年
退
官

素敵な美人高校教師
滋野 紗世子さん

　

松
江
市
内
の
公
立
高
校
で
英
語
教
師
を
な
さ
っ
て
い

る
滋
野
紗
世
子
さ
ん
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
訓
練
等
、
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。」

　

優
し
く
て
、
自
分
を
持
っ
て
い
る
人
が
理
想
の
男
性

と
い
う
滋
野
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

紗

偵
察
隊

　

陸
曹
長　

大
谷　

忠
敏

　
　
　
　

帰
住
先
：
出
雲
市

大谷曹長経歴
昭和54年 ３月 第17普通科連隊（山口）　前期教育入隊
 ６月 　　　　同　　　　　　  後期教育隊
 ９月 　　　　同　　　　　　  第４中隊
昭和63年 ３月 　　　　同　　　　　　  第２中隊
平成３年 ３月 第13対戦車隊　　（出雲）
平成11年 ３月 第13対戦車中隊　（出雲）
平成14年 ３月 出雲駐屯地業務隊（出雲）
平成20年 ８月 第13偵察隊　　　（出雲）
　この間、小銃手、装填手、無反動砲副砲手、無反動砲分隊長、HATM操作手、
HATM班長、HATM分隊長、無線通信陸曹、装輪整備陸曹、調理員、警備
消防陸曹、広報陸曹、燃料配車係陸曹及び給養陸曹の職務を歴任されました。

業
務
隊

　

准
陸
尉　

花
田　

稔
雄

　
　
　
　

帰
住
先
：
出
雲
市

花田准尉経歴

昭和54年 ４月 第８普通科連隊（米子）　前期教育入隊
 ６月 　　　　同　　　　　　 後期教育隊
 ９月 第13対戦車隊　　（出雲）
平成６年 ３月 第７普通科連隊　 （福知山）
平成13年 ３月 第13対戦車中隊　（出雲）
平成18年 ８月 出雲駐屯地業務隊（出雲）

　この間、操作手、弾薬手、ATM班付、HATM操作手、HATM班長、HATM分隊長、
訓練陸曹、弾薬補給兼訓練陸曹、誘導弾整備兼訓練陸曹、需品整備係、倉庫
管理係、物品管理係、庶務記録係及び庶務記録係補佐の職務を歴任されました。

出
雲
の
女ひ

と

　

駐
屯
地
は
４
月
19
日
、
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

の
依
頼
を
受
け
、
益
田
市
観
光
協
会
の
主
催
す
る
「
第

58
回
益
田
ま
つ
り
」
を
支
援
し
た
。

　

ま
つ
り
の
催
し
の
一
つ
で
あ
る「
働
く
車
展
示
」コ
ー

ナ
ー
に
軽
装
甲
機
動
車
１
両
と
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
２

両
を
展
示
し
た
。

　

広
報
室
長
（
玉
木
１

尉
）
以
下
４
名
の
隊
員

が
来
客
者
に
説
明
を

行
っ
た
。
来
場
者
は
、

興
味
深
げ
に
聞
き
入
る

と
と
も
に
、
記
念
撮
影

す
る
な
ど
し
て
楽
し
ん

で
い
た
。

　

当
日
は
益
田
駅
前
通

り
を
歩
行
者
天
国
と
し

て
、
よ
さ
こ
い
踊
り
や

露
店
な
ど
で
２
万
５
千

人
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

益
田
ま
つ
り
を
支
援

大
い
に
賑
わ
う



御
礼
申
し
上
げ
ま
す

隊
友
会
記
事

広
報
誌
「
出
雲
」
５
月
号
の

発
刊
に
際
し
御
芳
志
を
偵
察

隊
Ｏ
Ｂ
の 

藤
本  

宣
徳  

様

よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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転 
入

●
部
隊
長

▽
業
務
隊

　

２
等
陸
佐　

星
野　

正
行

　
　
（
富
士
学
校
管
理
部
＝
富
士
）

▽
第
１
直
接
支
援
隊

　

１
等
陸
尉　

梶
原　

心
一
郎　

　
　
（
第
10
施
設
大
隊
＝
春
日
井
）

▽
警
務
隊

　

２
等
陸
尉　

阪
本　

信
次

　
　
（
第
304
保
安
警
務
中
隊
＝
伊
丹
）

●
幹
部

▽
偵
察
隊

　

１
等
陸
尉　

加
世
田　

晋
治

　
　
（
第
10
偵
察
隊
＝
春
日
井
）

　

１
等
陸
尉　

玉
木　

啓
一

　
　
（
第
10
師
団
司
令
部
＝
守
山
）

▽
施
設
隊

　

３
等
陸
尉　

安
在　

慎
一

　
　
（
第
２
施
設
群
＝
飯
塚
）

●
陸
曹

▽
偵
察
隊

　

１
等
陸
曹　

板
垣　

進

　
　
（
第
13
旅
団
司
令
部
＝
海
田
市
）

　

２
等
陸
曹　

山
田　

隼
人

　
　
（
第
13
施
設
隊
＝
海
田
市
）

　

２
等
陸
曹　

松
井　

広
治

　
　
（
第
47
普
通
科
連
隊
＝
海
田
市
）

▽
施
設
隊

　

１
等
陸
曹　

大
羽　

一
彦

　
　
（
第
13
施
設
隊
＝
海
田
市
）

　

２
等
陸
曹　

女
鹿
田　

佳
之

　
　
（
第
109
教
育
大
隊
＝
大
津
）

　

２
等
陸
曹　

土
江　

浩
二

　
　
（
第
10
施
設
大
隊
＝
春
日
井
）

　

３
等
陸
曹　

三
加
茂　

徹

　
　
（
第
102
施
設
器
材
隊
＝
大
久
保
）

　

３
等
陸
曹　

白
井　

誠

　
　
（
自
衛
隊
阪
神
病
院
准
看
護
学
院

＝
川
西
）

　

三
月
末
に

定
年
退
官
さ

れ
た
業
務
隊

　

花
田
准
尉

の
送
別
卓
球

大
会
を
Ｏ
Ｂ

含
む
７
名
で
、

去
る
２
月
21

日
に
駐
屯
地

体
育
館
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

花
田
准
尉
に
は
駐
屯
地
卓
球
部
の
世
話

係
と
し
て
長
く
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
駐
屯
地
卓
球
部
は
、

国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
の
県
大
会
で
の

優
勝
や
全
自
衛
隊
の
大
会
で
の
優
勝
等
の

輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
績
も
対
戦
車
隊
Ｏ
Ｂ
の
青

木
３
尉
の
指
導
の
基
に
行
わ
れ
た
結
果
で

す
が
、
当
時

の
部
員
も
少

な
く
な
り
残

念
で
な
り
ま

せ
ん
。

　

地
域
等
で

卓
球
を
通
じ

て
貢
献
さ
れ

る
こ
と
と
、

今
後
の
益
々

の
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し

ま
す
。

人
事
往
来

▽
第
１
直
接
支
援
隊

　

２
等
陸
曹　

松
本　

宗
樹

　
　
（
第
104
施
設
直
接
支
援
大
隊

第
２
直
接
支
援
隊
＝
三
軒
屋
）

▽
業
務
隊

　

陸
曹
長　
　

田
邊　

範
生

　
　
（
第
14
特
科
隊
＝
松
山
）

　

３
等
陸
曹　

前
田　

琢

　
　
（
自
衛
隊
中
央
病
院
診
療
放
射
線

技
師
養
成
所
＝
三
宿
）

▽
基
地
通
信
隊

　

１
等
陸
曹　

太
田　

博
司

　
　
（
第
312
基
地
通
信
中
隊
＝
海
田
市
）

　

２
等
陸
曹　

安
部　

直
広

　
　
（
第
312
基
地
通
信
中
隊
＝
海
田
市
）

●
防
衛
事
務
官
等

　

行
㈠
４　
　

平
光　

文
夫

　
　
（
八
尾
駐
屯
地
業
務
隊
＝
八
尾
）

　

行
㈠
４　
　

久
保
田　

雅
彦

　
　
（
山
口
駐
屯
地
業
務
隊
＝
山
口
）

　

行
㈠
１　
　

山
之
内　

誠
人

　
　
（
新
規
採
用
）

　

行
㈡
２　
　

目
黒　
　

悠

　
　
（
新
規
採
用
）

転 

出

●
部
隊
長

▽
業
務
隊

　

２
等
陸
佐　

小
島　

勝

　
　
（
守
山
駐
屯
地
業
務
隊
＝
守
山
）

▽
第
１
直
接
支
援
隊

　

１
等
陸
尉　

森　

功
一　

　
　
（
第
３
施
設
大
隊
＝
大
久
保
）

▽
警
務
隊

　

２
等
陸
尉　

富
岡　

重
之

　
　
（
第
132
地
区
警
務
隊
山
口
派
遣
隊

＝
山
口
）

●
幹
部

▽
偵
察
隊

　

１
等
陸
尉　

美
甘　

宣
之

　
　
（
第
14
旅
団
司
令
部
＝
善
通
寺
）

　

１
等
陸
尉　

本
田　

文
彦

　
　
（
第
10
戦
車
大
隊
＝
今
津
）

▽
施
設
隊

　

３
等
陸
佐　

上
野　

正
二

　
　
（
第
７
施
設
群
＝
大
久
保
）

●
陸
曹
・
陸
士

▽
偵
察
隊

　

２
等
陸
曹　

田
代　

雅
晴

　
　
（
１
機
甲
教
育
隊
＝
駒
門
）

　

２
等
陸
曹　

本
藤　

浩
司

　
　
（
第
13
旅
団
司
令
部
＝
海
田
市
）

▽
施
設
隊

　

１
等
陸
曹　

宮
原　

秀
光

　
　
（
第
13
施
設
隊
＝
海
田
市
）

　

２
等
陸
曹　

川
本　

利
奈
子

　
　
（
第
110
教
育
大
隊
＝
善
通
寺
）

　

２
等
陸
曹　

村
尾　

訓
彰

　
　
（
高
等
工
科
学
校
＝
武
山
）

　

３
等
陸
曹　

西
梅　

良

　
　
（
第
13
施
設
隊
＝
海
田
市
）

　

３
等
陸
曹　

前
島　

絵
美

　
　
（
中
部
方
面
総
監
部
付
隊
＝
伊
丹
）

　

３
等
陸
曹　

藤
崎　

将
幹

　
　
（
情
報
保
全
隊
＝
大
久
保
）

▽
第
１
直
接
支
援
隊

　

３
等
陸
曹　

安
藤　

美
紀

　
　
（
中
部
方
面
後
方
支
援
隊
＝
桂
）

▽
業
務
隊

　

２
等
陸
曹　

大
室　

壮
彦

　
　
（
東
部
方
面
衛
生
隊
＝
朝
霞
）

▽
基
地
通
信
隊

　
　

陸
曹
長　

原
田　

尚
民

　
　
（
第
312
基
地
通
信
中
隊
＝
海
田
市
）

　
　

陸
士
長　

波
多
野　

芳
樹

　
　
（
第
312
基
地
通
信
中
隊
山
口
派
遣
隊

＝
山
口
）

●
防
衛
事
務
官
等

　

行
㈠
４　
　

田
中　

徹
男

　
　
（
青
野
原
駐
屯
地
業
務
隊
＝
青
野
原
）

　

行
㈠
４　
　

松
本　

健
一

　
　
（
広
島
地
方
協
力
本
部
）

業
務
隊
Ｏ
Ｂ　

川
瀬
春
美

送
別
卓
球
大
会
に

　
　
　

 　

  

寄
せ
て


